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緒 言

著者は之迄に結核感染動物 の病巣 よ り抽出 した燐

脂質中に溶血性を有する物質 の存在する事を発見し,

その性状からこの物が リゾレシチ ンであ る事を確め

た事を報告 した19).更 に結核菌自体 は直接その形成

には関与せず従つてこのものは組織の炎症課程 に於

ける細胞崩壊に依つて組織内の フオスフオ リパーゼ

Aの活性化に依 り産生される事が略 々確実 と思われ

る事を述べた20).かかる激 しい性質を有す る代謝産

物が結核の経過中に於て発生すると云 う事 は病変の

進行過程に何等かの影響を与えないではおかないで

あろう.

依つて著者は リゾレシチンを結核菌に添加 して動

物に接種した場合或 は結核感染と平行 して体内に リ

ゾレシチンを注射 した場合に如何に病変の形態学的

発展が影響されるかを検討する事を企図 し本実験 を

行つた.現 在結核の感染に於ける病巣 の発展の病期

に依る著しい病変の変貌はア レルギー及び免疫の機

構のみから論ぜられているが著者の実験か らすれば

溶血物質の関与を無視す る事 は出来 ない.

実験材料並びに実験方法

実験材料 と して は健康な る体重400g前 後の海

〓及び体重3kg前 後の家兎を使用 した.何 れも実

験前に 「ツ反」陰性である事を確めた.

接種菌株は海〓 には人型 毒力菌H 37 Rv株,家

兎には牛型毒力菌三輸株を使用した.

リゾレシチンは結核感染動物臓器か ら抽 出す る場

合は収量が微量であり且つ抽 出に際 し結核菌 自体の

燐脂質の混入する事を免れずその影響の混同する恐

れのある為に之を避 けて
,白 米から抽出 したものを

使用 した.抽 出方法及び精製方法 は第2編 に於て述

べた方法 と同様で ある.実 験には溶血価 は約18万 倍

の粗結晶を用いた.

実験に先立 ち基礎実験を行い,種 々の量の リゾ レ

シチンを海〓の皮下,腹 腔,肺,静 脈内 に接種 して

生物学的及び組織学的 にそれ自身だけでは特に病変

を認 めない程度の最 多量を使用 した.

菌接種及 び観察は次の4通 りの方法で行つた.

A群(皮 下接種群):本 群では8匹 の海〓を使用

更 に之等を4匹 宛2群 に分 ち1群 を対照 とした.接

種は右側下腹部 皮 下 に行つた. A1群 には0.5%リ

ゾ レシチン生食溶液0.5mlにH 37 Rv株0.1mg

を懸濁 した もの.又A2群(対 照群)に はH 37 Rv

株0.1mgを 生理 的食塩水0.5mlに 懸濁 したもの

を注射 した.各 群共8週 目に剖検 し,肉 眼的及び組

織学的所見を検索 し又脾臓内生菌数を定 量培養に依

り求めた.

B群(腹 腔内接種群)1群4匹 宛2群 の海〓の

腹腔 にH 37 Rv株0.1mlを0.5mlの 生 食 に懸

濁 したもの接種 し次の処置 を加えた. B1群 は翌 日

よ り連 日20日 間0.01%リ ゾ レシチン生食 溶液0.5ml

を腹腔内に注 入. B2群(対 照群)は 接種 翌 日よ り

生食水0.5mlを 連 日20日間腹腔内に注入.各 群共

6週 目に屠殺 剖検 し肉眼的並びに組織学的所 見を検

索 し又脾臓内生菌数を定 量培養に依 り求めた.

C群(肺 内接種群): 1群6匹 宛2群 の海〓の肺

内に次 の もの を接 種 した. C1群 はH 37 Rv株

0.05mgと リゾ レシ チ ン0.05mgを 乳 鉢 中 で

0.5mlの 流動パ ラフィンに懸 濁 したもの. C2群

(対照群)はH 37 Rv株 の流動パ ラフィン懸濁液菌

量0.05mg.各 群共5週 間 目及び8週 目に屠殺剖
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検 し肉眼的並びに組織学的所 見を検索 した.

D群(肺 感染 リゾ レシチ ン静注群)・1群3羽 宛

2群 の家兎の1側 肺内に三輪株1mgを 接種 しその

後次の処置を施行 した. D1群 は翌 日より連 日20日

間0.01%リ ゾ レシ チ ン生食溶液1mlを 静注. D2

群(対 照群)は 生食水のみ を20日間 静注.各 群共8

週 目に屠 殺剖検 した.

実 験 成 績

A群(皮 下接種群)

肉眼 的所見:接 種局所の病変は菌体と リゾレシ

チンを混じて注射 したA1群 では接種後2～3日 目

頃よ り硬結が現われ漸次悪化 し2週 目頃には膿瘍 と

な り,そ の後瘻孔 を形成する ものが多 く見 られた.

近接淋 巴腺は5～6日 目に腫脹を触れ3週 では大豆

大 乃至 ソラ豆大 に達する.菌 液のみを注射 した対照

(A2群)で は接種局所は7日 目頃より硬 結 を 生 じ

その後次第に悪化するも瘻孔形成は見 られなかつた.

又近接淋巴腺の腫脹は大 豆大に止 まつた.諸 臓器の

病変は主 として脾,肝,肺 に見出され るが第1図 の

ヒス トグラムに示 した如 く両群 とも殆ん ど同程度の

所見である.然 し所属淋巴腺の総容量比はA1群 の

方 が可成 り対照 群を凌駕 した.

第1図　 A群 に 於ける臓器及び淋巴腺の肉

眼的病変 ヒス トグラム

(註)臓 器及び淋 巴 腺 の病 変 を程度に依 り+～

〓 とし各動物毎に総計 した.黒 地は臓器,

白地は淋 巴腺の病 変を 示す.数 字は淋 巴腺

の総容量.

病 理組織学的所見:病 変程度を総括的 に第1表

に示 したが総体的 に見て所属淋巴腺以外 は両群共略

々同程度の所見であつた.主 要な る差は次 の通 りで

ある.

所属鼠径部淋巴腺は リゾ レシチ ン及 び 菌 液 を注

射 した群(A1群)で は 腺 全 体 が 著 し く大 き くな

第1表　 A群 の組織学的所見

り乾酪壊死 の程度が強 く,腺 の大半を侵し淋巴腺の

基本構造は殆ん ど認 め られ ず乾酪化が著明である

(写真1).又 周辺の類上皮細胞細胞層 も薄く多核白

血球 の浸潤が多い(写 真真2).又 被膜の結合織は

対照 に比 し稍々増生 している.菌 のみを接種した対

照群では乾酪壊死は稀 にしか見られず(写 真3)殆

ん どの病巣はその中心部迄肥大 した細網細胞乃至は

類上皮細胞に依つて 占められ多核白血球の浸潤は殆

ん どな く僅か に淋巴球の浸潤を見るのみである(写

真4).又 病巣の間隙には淋巴腺の固有構造も可成

認め られ る.

脾は各群 とも類上皮細胞結節を空体とする病変を

示 すが乾酪化の程度は梢々A1群 の方が強い.

肺は類上皮細胞結結,気 管支炎,胞 隔肥厚等が主

要 な所見であるが両群の間に大差は認められない.

脾臓内生菌数は成績を第2表 に示 したがその平均

値 はA1群 では87, 296, A2群 では59, 751で リゾ

レシチ ン接種群の方が多かつた.

第2表　 AB群 の平均脾重量及び脾内生菌数

B群(腹 腔内接種群):皮 下 接 種法では局所病

変の悪化が認め られたが是 はリゾレシチンに依る非

特異性炎 も関与 しているか も知れない事を考慮し本

群 では菌を腹腔内接種後 リゾレシチンを持続的に菌

に添加す る意味 で毎 日腹腔内に注射 した.対 照には
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リゾレシチンのかわりに生理的食塩水注射を行 つた.

肉眼的所見.第2図 のヒス トグラムに示 した如

くB1群 では極めめて著明な変化を認めた.即 ち脾,

第2図　 (B)群 に於ける臓器及び淋巴腺の

肉眼的病変ヒス トグラム

肺,肝 等の臓器に於いて対照(B2)群 に比 して結

節は多 く又融合して大なる結節 となつたの も多 く見

られた.脾 の腫大は極めて著明で対照群 との間 に大

きな差が見られた.淋 巴腺はB1群 では腸間膜,鼠

径部,肺 門等の淋巴腺に腫脹を認めたが対照群であ

るB2群 では腫脹淋巴腺の数少な く,腫 脹 も軽 度で

あり主要淋巴腺の総容量はB1群 の方が遙か に大 き

かつた.

病理組織学的所見:各 種病変の程度を概括的に

第3表 に示したが肉眼的所見 と同様B1群 に於いて

高度の病変を認めた.各 群の病変の差 に就いて若干

の説明を加える.

淋巴腺はB1群 では腸間膜,後 腹膜,気 管支,鼠

径部淋巴腺の順に著明な病変を認めた.そ の著明な

ものでは広汎な乾酪壊死変性が認められ淋巴腺 の固

有構造は全 く破壊 されている(写 真5).然 し一部

第3表　 B群 の組織学的病 変

には周辺部 に僅かに淋巴濾胞の残存を認め られ るも

の もある.乾 酪変性に陥つた組織はその周囲は類上

皮細胞 の増殖に依つて 占め られてい るがその増殖 は

対照群に比 して弱 く,所 々に多核白血球の浸潤を見

る事はA1群 の場合と同様 で ある(写 真6).こ の

様な腺は腺周囲部に於いて発生 した結合織の増殖 に

依つて包まれている.対 照群(B2群)で は腸間膜,

肺門,鼠 径淋 巴腺に類上皮細胞結節を主とす る病変

を認め るが,腺 の腫大 も弱 く乾酪変性の程度が低 く

固有淋巴組織の像 もかな りよ く保たれてい る.病 巣

は主 としてよ く発達 した類上皮細胞によつて 占めら

れ之等が全病巣を支配 し,多 核白血球の浸潤は殆ん

ど認め られない(写 真7, 8).

脾はB1群 では何れ も著 しく腫大 しその固有構造

は殆ん ど破壊 され て いる(写 真9, 10).病 巣の中

心部は広汎な乾酪変性 によつて 占め られ,そ の間は

中等度 の類上皮細胞反応,腫 大 した細網細胞,浸 潤

細胞等に依つて占められて いる.脾 の固有構造は殆

ん ど残つてい ない(写 真10).之 に反 して対照(B

2)群 では病巣は健常組織 に散在性に見 られ る程度

(写真11)で 之等は多 くは 粟 粒 大の類上皮細胞を主

体 とし巨大細胞を伴 う結節で,淋 巴濾胞に一致 して

略々正常 な脾 組 織 内 に散 在 して認められ る(写 真

13).

肺に於いてはB1群 では乾酪巣を持つ類上皮細胞

結節を主体 とした増殖性変病 も認め られるが結節は

瀰漫性 に融合する傾向が強 く,全 肺野 に及んでいる.

又一部 には滲 出性傾向 も認 められる例 もあり,全 般

に肺胞隔壁肥厚乃至は細胞浸潤の傾向が認 め られる.

対照(B2)群 では類上皮細胞結節は限局性で小さ

く数 も少い,又 中心部迄細胞で満され,滲 出性傾向

は全 く認め られない.

肝では両群共類上皮細胞を主体と し巨細胞を 含む

病変が散在性に又融合 して認め られ るがB1群 では

B2群 に比 して乾酪変性 に陥 る傾向が強 く,或 る例

では特 に著明であつた.

脾 内生菌数は第2表 に示 した如 く瓦 当り平均数は

B1群 の方が著 しく多かつ た.

C群(肺 内接種群):上 述 の 如 く腹腔 内接種の

場合には リゾ レシチンの作用に依 り病変が著 しく増

悪す るのが認 められたが人結核症 に見 られ る肺感染

の状態を観察す る目的で肺接種法 を施行 した.こ の

場合流動パ ラフ ィンを添加 したのは組織内に菌及び

リゾ レシチ ンが長 く止まり速かに分 散する事 を防 ぐ

事を 目的 としたものである.
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第4表　 C群 の組織学的所見

C1群 中1例, C2群 中1例 は腸 炎 に依 る死 亡

の為 除 外 した.

肉眼的所見:両 群の間に著明な差が見 られた.

即 ち リゾ レシチンを添加 したC1群 では多 くの例に

強い肋膜癒着及び肥厚を認めて2例 に於て局在性膿

胸の発生 を認めた.肺 の表面及 び割面 には粟粒大乃

至融合 して小葉大か ら肺の大部 を占め る結節を多数

認め(写 真13)6例 中2例 に空洞形成を認め られた.

肺門淋巴腺は米粒大乃至大豆大 に腫脹 し周囲組織 と

強 く癒着 していた.頸 部,腋 窩淋巴腺 も強 く腫脹 し

ていた.菌 のみ を接種 した対照(C2群)で は肋膜

癒 着を認 め ず,肺 の結 節 もC1群 に比 して少ない

(写真15).腫 脹せ る肺門淋巴腺の数も少なかつた.

病理組織学的所見:肺 ではC1群 に於いては特

徴 ある病変を示 した.即 ち全般に病変程度が宏 く強

く,且 つ滲 出性炎の傾向が強 く認め られ た.最 も強

い1例 では全肺野 にわ たつて乾 酪性肺炎の像 を認め

た.又 肺胞には脱落肺胞上皮があり,剥 離性炎の像

も認め られ た(写 真17).又 乾 酪 変 性の高度 な部分

では多核 白血球の浸潤を伴 う著明 な出血性炎の像を

認めた(写 真18)類 上皮細胞結節は一部 に僅かに認

め られ るのみである.又 他 の2例 では接種局所 と思

われ る部分に小葉大の空洞形成が認め られた.空 洞

腔内 には若干の壊死物質を認め,空 洞 壁は菲薄な壊

死層 に被われ周囲 に小円形細胞浸潤,線 維芽細胞の

増殖 を認めた(写 真14),空 洞 周 辺は無気肺,膨 脹

不全,肥 厚 した結合織がある.又 気管支壁外側には

淋巴球の増多,細 胞浸潤があ り,腔 内 には若干の壊

死物質を認める.接 種側肋膜は程度の差はあるが殆

ん どの例に癒着或は肥厚が見 られた.そ の高度の場

合 には肺壁肋膜 に著明なフイブ リンの析出を見,又

細胞浸潤著明で或 る部分は既 に線維芽細胞の増殖が

認め られる.肋 膜に接す る肺胞は無気肺になり,或

る部 分では病巣が之 に接 している.対 照群では病巣

は小 さくその多 くは中心部迄類上皮細胞乃至肥大し

た細胞で 占め られ増殖性炎の傾向が強く認あられた

(写真19)然 し或 る場合には若干 の滲 出性炎の像を

呈す る部分 も認 められたが,細 胞浸潤は少 く主とし

て 円形細胞からな る.然 し肋膜炎や空洞形成,乾酪

性肺炎の像は全 く認められなかつた.

肺門淋巴腺 はC1群 では数個の小豆大乃至大豆大

に腫脹 した淋 巴腺は多 くは腺全体が乾酪変性に陥り

(写真20)之 等の間に細胞浸潤,膨 化 した細網細胞

の像を認め周囲炎も強 く肋膜に癒着 している.対照

(B2群)で は腫 脹せ る淋 巴腺の数は少なく乾酪変

性の程度 はC1群 より遙 かに弱 く病巣はその中心部

迄著明な増殖性炎の像を 呈する(写 真21).

脾 及び肝 に於ける病変は概 して小結節の形成でリ

ゾ レシチンを添加 した群 と対照群 との間には病変の

著明なる差は殆ん どな く何れ も類上皮細胞を主体と

する ものであるが量的には可成 りの差が見られ,即

ちC1群 の方が病変が広範囲に及ぶ傾向を示した.

D群(リ ゾ レシチ ン静 注 群):菌 を リゾレシチ

ンと共 に肺内に接種 した場合は著 しい病変の発展が

認められたが,之 は結核菌の作用 とは別に リゾレチ

ンのみ に依 る局所障碍 にても起り得るかも知れない

事を考慮 して本実験 では家兎を用いて肺内に菌を接

種す ると同時 にその後毎 日リゾ レシチンの静注を行

つた.

肉眼的並び に病理組織学的所見.肺 に於いては

第5表　 D群 の組織学的所見
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D1群 では散在性に細葉性融 合性結節 が全肺野に殆

んど平等に散布 し,そ の数 も非常に多 い.又 中心壊

死の程度も対照群(D2)に 比 して極 めて強い. 1

例に於いては菌接種部位 と思 われ る部位 に空洞の形

成を認めた(写 真22).之 等の結 節 はその中心部 に

乾酪変性と細胞の軽度の浸潤 を伴い,類 上皮細胞乃

至細網細胞の肥大した ものによつて取 かこまれてい

る(写 真23).結 節を作 らない 部分で も肺胞隔壁は

肥厚し全肺野に亘 り隔壁自体に炎症像が認 められた.

対照(D2群)で は散在性 に粟粒大の結節が存在 し

ているがD1群 に比 して数 も少な く且つ大 きさも小

さい(写 真24).之 等の結節は 主 と して類上皮細胞

及び淋巴球を主体とする増殖性炎の像を示 し,一 部

には融合して細葉性結節性 とな り中央が稍々乾酪化

した像を呈するものもあるが全般 に類上皮細胞の活

動が旺盛で増殖性炎の形である.

肺門淋巴腺は両群 とも腫脹 してい るものは4個 以

下であるがD1群 に於いて1例 に強い乾酪性変性を

認めたが,他 のものの変化 は殆ん ど両群 とも同程度

の増殖 と洞炎を伴 う病変である.

脾はD1群 では円形に腫 脹した細膜細胞乃至は類

上皮細胞が限局性結節性に全視野 に亘つて認められ

るがD2群 では結節はな く洞内に円形細胞浸潤が若

干認められるのみである.

総 括 並 ひ に 考 按

著者は結核感染動物体内に発生 し得る リゾ レシチ

ンの結核病変進展に及ぼす影響を追求すべ く,リ ゾ

レシチンを結核菌に添加 して,動 物に接種,或 いは

菌接種後リゾレシチンの注射を継続 して病巣の発展

を形態学的に観察 した結果,本 物質が病巣の形態学

的発展に著 しい影響 を与え る事を知つた.即 ち皮 下

接種群では感染局所及び所属淋巴腺の病変の増悪が

認められ,局 所組織の壊死の促進,浸 出性炎の傾向

への発展,所 属淋巴腺の腫脹乃至著明 な乾酪化への

移行,脾 の腫脹及び脾 内生菌数の増加等が見 られた.

又腹腔内接種群では対照に比 して淋巴腺の腫脹,乾

酪化の傾向が著 しく肺,脾,肝 等へ の病変の波及が

高度に促進されるのが認められた.特 に肺では滲 出

性傾向が強 く現われ乾酪性肺炎に近い病変が若干認

められた.又 肺内接種群では肺の病変 に著 るしい差

が見られた.即 ち対照群に比 して浸 出性炎の傾向が

特に強く,乾酪性肺炎の著明な像が現われ屡 々空洞

形成への発展が見られた
.之 に伴 う肺門淋 巴腺の高

度の乾酪化,肋 膜の浸出性傾向が極 めて顕著に認め

られた.肺 内感染後 リゾ レチン静注を毎 日行つた家

兎群でも肺病変の増 大が認め られ,病 巣 は屡々乾酪

性肺炎か ら空洞形成 に発展する.即 ち如何な る場合

にもリゾ レシチ ンが多量に存在す る場合に結核 菌が

起す組織病変が速 かに進行 して且つ高度 に増悪,乾

酪性傾向の著 しい滲 出性炎症への発展が共通的現象

として認め られた.特 に肺 内に菌を リゾ レシチンと

混和 して接種 した場 合の滲 出性炎症 の出現 は特異的

な もので あり,他 の接種 方法ではかかる強い滲 出性

の病変 は認め られなかつた.こ の場合流動パラフィ

ンに懸濁 させ たのは結核 菌及び リゾ レシチ ンを局所

に長 く停滞 さす事を 目的としたので あるが,結 核感

染動物に流動パラフィンを接種 して病変が増悪す る

と云 う報告は有る,然 し本実験に於 ける対照群の示

す病変 は主増殖性炎であ り,リ ゾ レチンを添加 した

場合に比 して発展形式の全 く異なるものであると云

え る.リ ゾ レシチン添加法 の異なるに従つて各臓 器

の示す病変が異なるのは炎症局所 に達する リゾ レシ

チンの量及び停滞期間に問題があるものと者え られ

る.一 般 に燐 脂質が結核 菌の増殖を促進す る事が知

られておりTames1)そ の他は 卵 黄 中の レシチ ンが

増殖促進 因 子 である事を確かめ,又Dubos2)は ス

フイ ンゴ ミエ リンに促進作用を認めている.又 最近

中川4)は 卵黄燐脂質 にパ ン ラ レアチ ンを作用 さし

た ものに促進作用を認めている. in Viuoに 於いて

も山本等5)は 卵黄を結核菌 と共 に動物に接種す る事

に依 り,病 変 の増悪を認め,そ の因子が燐脂質であ

る事を示唆 してい る.著 者の以上の実験結果か らす

れ ば,之 等の脂質の作絹は恐 らく直接的 なものでは

な く,病 巣に於 けるレシチナーゼ活性化 の為に局所

で之等が リゾ レシチ ン及び脂肪酸 に移行 し,そ の組

織 崩壊作用に依つて病変の増悪を示す様 に働 くもの

と考え られ る,リ ゾ レシチ ンが組織に対 して特殊 な

破壊作用を持つ事 は吉岡等6) 7) 8)が 述 べてい る如 く

である.著 者が本実験 に使用 した量では吉岡の云 う

様 な高度の組織障碍は認め られなかつたが,結 核 菌

と共 に動物 に接種 した場合の如 く既に結核性炎症巣

の存在する部分に於 いてはその特殊な細胞破 壊作用

が著明に現われ,炎 症反応の増大 と共 に結核菌の発

育,分 散を容易な らしめ る如 く作用するものと考え

られ る.近 年結核 菌の脂質及び リポ蛋白が菌の病原

性及び免疫 の発展に重要な意義を有する事が明かに

されて きた8)～11).即ち結 核 菌の燐脂質分画が抵抗

性獲得12) 14),及 び結節形成能 力を有する事が知 られ

てお り,又 そ の燐脂質を含む リポ蛋白が感作 され た
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動物に空洞形成 或は乾酪化を起す事実 も認め られて

いる15)～19)が以上の実験か らして結核感染に於ける

滲出性病変 の発 展,乾 酪化,空 洞形成等 にこの様 な

菌の成 分以外 に病巣部 か ら発生 し得 るリゾ レシチ ン

が重大な関係 を有 している事が決論 され る.勿 論 歯

接種後直ちに敗血症 性傾向に移行発展する動物結核

の場合の病変を人結核の場 合と同律に論ず る事は出

来ないが著者 の実験結果か らして初期変化群の極 め

て限局的な性格は感染初期の動物 に見 られ る様に リ

ゾ レシチンの発生が弱 く浸 出性乃至乾酪化の時期に

極めて多量の リゾ レシチンの発生す る事か ら考えて

人に見 られ る第2期 結核の病変はア レルギー とは別

にこの種 の 物 質 の 関 与 が考え られ る.又Ranke

の第3期 の淋 巴腺の増殖性変化或 は臓器結核 に見 ら

れ る高 度 の 増 殖 性 変 化 は結 核 菌 の 増 多 に依 る

Phospholipase Bの 増 加 に依 つ て リゾ レシチンが

分解 される為 とも考え られるが,こ れは将来に於て

解決 されるべ き問題 である.

結 論

結核菌と リゾ レシチンを混和 して感染せしめる事

或は結 核感染動物に繰返 しソゾレシチンを注射する

事 に依 り強度の浸出性変化或は乾酪性変化が起り肺

に於いては しばしば空洞形成,乾 酪性肺炎が発生し

た.之 等の結果か ら著者は結核性病竈の発展,特 に

その浸出機転及び空洞形成等には組織から産出され

る リゾ レシチンが関与 してい る事を決論した.

本研究要 旨は昭和30年 日本病理学会総会及び第9

回 日本結核病学会 中四国地方会で発表した.

本研究に対 して終始御懇篤なる御指導,御 校閲を

賜わ りました妹尾教授に深甚なる謝意を捧げます.
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写 真 説 明

写真1)A1-No. 3,結 核 菌+lysolecitinを 皮 下 接種 後50日 目の 鼠蹊 部 淋 巴 腺:宏 汎 な 乾 酪 化(V),

及び細胞浸潤(I),結 合織 増殖(F),類 上 皮 細 胞 層(E)等 に よ つ て淋 巴 腺 の固 有 構 造 は全 く失 わ れ て い

る(10×2倍)

写真2)同 拡大像: (V)は 乾 酪 化巣, (E)は 類上 皮細 胞 増 殖,著 明 な 多核 白 血球 の増 殖 を認 め る.

(10×10倍)

写真3)A2-No. 7,写 真1)の 対 照 と してlysolecitinを 除 き同様 の処 置 を し た海 〓 の鼠 蹊 部 淋 巴腺:

 (E)は 類上皮細胞 及び細網 細 胞 増殖 層, (F)は 残 存 す る淋 巴濾 胞,乾 酪 化 巣 は 認 めな い(10×2倍)

写真4)同 上拡 大像:腫 張 増 殖 した 細 網 細 胞 と円 形 細 胞 の浸 潤 を示 す(10×10倍)

写真5)B1-No. 9,腹 腔 内感 染 後 毎 日lysolecitinを 腹 腔 内 注 射 し て50日 目の海 〓 の 腸間 膜 淋 巴 腺:

腫大した淋巴 腺は殆ん ど完 全 に結 核 性病 巣 に 置 きか え られ て い る(2.5倍)

写真6)同 上 拡大像: (V)は 乾 酪 化 巣, (E)は 細 胞 増 殖 層(10×2倍)

写真7)B2-No. 13,写 真(5)の 対 照 と して 生理 的 食塩 水 を以 て 同 様 処置 を した 海〓 腸 間 膜淋 巴腺 ・

淋巴腺の一部 に肉眼的 に著 明な 結 核結 節 を 認 め る(2.5倍)

写真8)同 上 拡大 像:病 巣 は 類上 皮細 胞 及 び結 合 織 の 増 殖 に 依 つて 形成 され て い る(10×10倍)

写真9)B1-No.10の 脾.著 し く腫 大 した 臓 器 に 高度 の 結 核病 変を 認 め る(2倍)

写真10)同 上拡大 像:脾 組 織 の 殆 ん ど全 部 が この 様な 病 変 で 占め られ て い る. (V)は 乾酪 化, (E)

は細胞増殖層,脾 個有 組織 は全 く認 め な い(10×5倍)

写真11)B2-No. 14の 脾(対 照):組 織 の所 々に 大小 不 動 の 結 核病 変 を認 め る(2倍)

写真12)同 上 拡大像:中 心部 に結 核 結 節 を認 め る(T),こ の 部 は 腫 張 した細 網 細 胞 と類 上 皮 細胞 か

らなつている. (F)は 淋 巴 濾胞,赤 髄 洞 壁 が 腫張 し洞 腔 が 拡 大 して い る.結 節 以 外 の 部分 は 概ね 正 常 に 近 い

脾の構造を保つてい る(5×10倍)

写真13)C1-No: 19,菌+lysolecitinを 肺 内 に接 種 して50日 目 の海 〓 肺:中 心 部に 巨 大 な乾 酪 巣 を 認

める.数 個 の結核結節 が散 在 してい る.そ の 周辺 の 肺 組織 は 著 明 な肺 気 腫 の 像を 呈 す る(2倍)

写真14)C1-No, 18(接 種 後60日)の 肺に 見 られ た 空洞(C),周 辺 部に は 薄 い壊 死 組織 を 認め る(N).

その周囲は強い細 胞浸潤 像(E)を 認 め る(5×4倍)

写真15)C2-No. 24,対 照 と して菌 の み を 肺 内 に接 種 した 海〓 の肺:肺 の所 々に結 核性 病 巣 を認 め る

で2倍)

写真16)C1-No. 21の 肺に 見 られ た 乾 酪性 肺 炎 の 病 巣,崩 菌 した 組織 の 間 に膨 化 した 単 球を 認 め 少 量 の

多核白血球の浸潤を 認め る(10×40倍)

写真17)C1-No. 19の 肺:乾 酪 性 肺炎 の周 辺 部 肺 胞 内に 多 数 の 膨化 した 単球,剥 離 した上 皮 細 胞 を認

める(10×40倍)

写真18)C1-No. 17(接 種 後50日)の 肺:出 血 を 伴 う高度 の壊 死 巣 で 周辺 に著 明 な細 胞浸 潤 を 認め る

(10×10倍)

写真19)C2-No. 24(対 照)の 肺:写 真15)に 見た 様 な 結 核結 節 の中 心部,乾 酪 変性 は殆 ん ど認 め ら

れず病巣の中心部迄 写真 の様 な腫大 した 細 網 細胞 乃至 類 上 皮細 胞に よつ て 占め られ て い る(10×40倍)

写真20)C1-No. 18の 肺 門淋 巴腺 高度 の 乾 酪 性 変 性(V)と それ に 続 く細 胞浸 潤 層(I)を 示す

(5×10)

写真21)C2-No. 23の 肺 門 淋 巴腺:強 度 の増 殖 性 病 変,乾 酪 化 は殆 ん ど見 当 ら ない(5×10倍)

写真22)D1-No. 26,肺 内菌 接種 後 連 日lpsolecitinを 靜注 した 家兎 の肺(接 種 後45日 目):肺 全 体 に

かなり高度 の結核性 病集 が散 在 しそ の一 部 に 於 て空 洞形成 が 認め られ る(2倍)

写真23)同 上拡大 像:乾 酪 変性(V)及 び之 を と り ま く弱 い 細 胞増 殖 及 び 浸 潤層(I)写 真22)に 見

られる病巣は殆ん ど この様な 組 織像 で あ る(10×5倍)

写真24)D2-No. 29, D1の 対 照 で 菌 接種 後 生 理 的 食 塩 水 を 靜 注 した家 兎 肺.軽 度 の結 核病 巣 が 分 散

的に見られ る(2倍)
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In this paper the author reports how the morphologic and histologic pictures seen by the 
tuberculous infection can be modified by the coexisting lysolecithin. Observations revealed 

that the guinea pigs infected with tubercle bacillus and treated with peritoneal or intravenous 
injection of lysolecithin daily caused a severe tissue damage, especially with the marked 

caseous degeneration of lymph nodes and spleen. The intra-pulmonary injection of the bacillus 

mixed with lysolecithin dissolved in liquid paraffin resulted in the formation of the caseous 

pneumonia with tuberculous cavity. From these observations it can be said that the lysolecithin 
produced in the tissues by tuberculous infection plays a great role in the development of the 
tuberculous tissue change, leading to the infiltrative and caseous changes. The morphologic 
changes in human tuberculosis varying at different stages have been discussed from the view 

point of lysolecithin production in tissues.
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